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1. はじめに 
英語学習のための e ラーニングシステム

「ATR CALL BRIX」[1](以下 ATR CALL)は企

業や学校に導入されており、学習効果の検証な

ども進んでいる[2][3][4]。本稿では、TOEIC®テ

ストの学習のためのコースを実施した企業と大

学の学習履歴を対象とし、学習時間に着目して

分析した。この結果に基づき、e ラーニングによ

る学習の管理方針や ASP・クラウドシステムの

考え方について考察する。 
 
2. 方法 
 ATR CALL は Web アプリケーションで、学習

履歴はサーバ上のデータベースに保存される。

学習履歴に含まれる項目は、学習者 ID、課題 ID、

点数、回答までの秒数、回答日時などである。 
2 社の企業と 2 校の大学での学習履歴を分析対

象とした(表１)。企業では就業時間外の自習用と

して ATR CALL を使用し、大学では正課の授業

と自習用に使用した。運用形態は、大学Ａでは

学内に ATR CALL サーバを設置し、インターネ

ット経由でのアクセスも可能な状態である。他

の 2 社 1 校は ASP・クラウドサービスの形態で

ATR CALL を使用した。回答までの秒数と回答

日時を取得して、日内、週内、期間内の学習時

間を集計した。 
 対象人数(人) 対象期間(週) 学習時間(時間)

企業Ａ 77 33 1054 
企業Ｂ 654 9 4157 
大学Ａ 368 17 1194 
大学Ｂ 74 29 1545 

【表 1】分析対象の諸元 
3. 結果 
 一日のうち何時台に学習したか、時間帯を横

軸、秒数を縦軸に、社会人の結果を図１に、大

学生を図２に示す。なお、縦軸はそれぞれ一番

多い時間帯が 1 となるよう計算し高さを揃えた。 
 
 
 
 
 
 

 
【図 1】日内の学習時間パタン (社会人) 

 

 
【図 2】日内の学習時間パタン (大学生) 

 

 一週間のうち何曜日に学習したか、縦軸を秒

数、横軸を曜日として、社会人の結果を図３、

大学生の結果を図４に示す。なお、大学Ａで

ATR CALL を授業中に使用しているのは月曜日

である。また、大学Ｂの ATR CALL を使用する

授業は火曜日と水曜日にあり、水曜日の受講者

数が多い。 
 

 
【図 3】週内の学習時間パタン (社会人) 
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【図 4】週内の学習時間パタン (大学生) 

 
 どの時期に学習したか、縦軸に秒数、横軸は

分析期間を週ごとに区切り、社会人の結果を図

５、大学生の結果を図６に示す。なお、分析対

象とした週数が異なるため、最終週が 1 となる

ように計算して表示を揃えている。また、分析

対象時期の後期に ATR CALL 内で模擬テストを

実施したので、このことが動機づけとなり後期

の学習状況に影響した可能性がある。 
 

 
【図 5】期間内の学習時間パタン (社会人) 

 

 
【図 6】期間内の学習時間パタン (大学生) 

 
4. 考察 
 日内の学習時間パタンについては、社会人で

は夜間に多く学習し、大学生では日中に多く学

習していることがわかった(図 1、図２)。また、

週内の学習パタンについては、社会人では日曜

日に多く学習していて、大学生では、授業で

ATR CALL を使用する曜日の学習が多い(図３、

図４)。期間内の学習時期については、先の２つ

(日内、週内)と比べると明確なパタンを見ること

ができないが、社会人では中期に学習時間が減

少するといえるのではないか(図５、図６)。 
これらの分析結果により、e ラーニングによる

学習の管理において、社会人なのか大学生なの

かという学習者プロフィールの違いを把握する

ことの重要性が示されたと考えている。例えば

メンターとして学習の進捗状況について助言す

る場合に、この情報の有無は大きく影響するで

あろう。また、社会人と大学生で日内と週内の

学習時間パタンが異なることから、システムの

負荷分散のための参考情報になる可能性がある。 
本稿の分析だけでは判断できないが、リモー

トアクセスの手間の有無が学習パタンに影響し

ている可能性がある。ASP・クラウドサービス

は、e ラーニングの「いつでも、どこでも」学習

できる特性と親和性が高く、その逆に、サーバ

設置場所が大学構内などでリモートアクセスの

手段が提供されない、あるいは手間がかかりす

ぎる場合は「いつでも、どこでも」というわけ

にいかない。今後、学習者がどこからアクセス

しているか、場所の情報を利用して、再度分析

することを計画している。 
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